
 

 

 

 

 

 

 暑さが落ち着き、秋の気配を感じる季節になりました。この時期は朝晩と日中の寒暖差が大きく、

体調を崩しやすい頃でもあります。秋の深まりとともに夏の疲れも出やすくなりますので、手洗いうが

いはもちろん、早寝・早起き・朝ご飯の習慣を大切にし、毎日を元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 目は、ものを見るだけでなく、「見ること」を通して、たくさんの情報を受け取る大切な器官です。いつ

までも元気な目で過ごすために、普段の生活を少し見直してみましょう。 

「急性内斜視」に注意    

  みなさん、日ごろスマホやタブレット、ゲームの画面を顔のすぐ近くで長時間見続けていませんか？最

近、子どもから若い世代にかけて「急性内斜視」になる人が増えています。内斜視とは、右目と左目の

どちらかが内側によっている状態のことです。 

こんな症状があったらサイン！                 

 

 

 

目を守る！今日からできる「４つの約束」    
急性内斜視を防ぐために、毎日の生活で次のポイントを意識しましょう。 

 

 

 

 

  

 

 

季節の変わり目は、風邪やインフルエンザなどの感染症が増えやすくなります。 

「手洗い」のタイミングとポイントを見直し、感染症を予防しましょう。 
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① 画面との距離を「３０㎝以上」離す  （肘をピンと張ったくらいの距離が目安です）               

② ２０～３０分に 1回はスマホから目線を外し、遠くを見る習慣をつける 

③ 1日あたりの使用時間を制限する 

④ 寝ころがってスマホを見ない 

 

 

～正しく洗って元気な毎日を過ごそう～ 

☑物が二重に見える  

☑黒目が内側に寄る 

☑距離感や立体感がつかみにくくなる 

☑目が重い、疲れやすい、頭痛がする 

 

 

・石けんやハンドソープはよく泡立てる 
・手の平だけでなく、手の甲や、指と指の間、爪の先までしっかりと洗う 

・洗い残しがないように、流す 

・清潔なハンカチでしっかり拭き取る 

・外から帰ってきたとき 

・ご飯や給食を食べる前 

・トイレに行ったあと 

・掃除をしたあとや、外で遊んだあと 

どんなときに
手を洗う？ 

手を洗うとき

のポイント 

 

 

「世界手洗いの日」は、正しい手洗いの大切さを広め、

感染症から身を守るために、手洗いを習慣にしようと

呼びかける日です。 
 



 

 

 

病院での受診結果を提出してください 

夏休み中に、専門医での受診を済ませた人は、結果を学校へ提出してください。学校での健

康診断はスクリーニング検査で、「早期発見、早期治療」につなげるためのものです。そのため、

学校での健康診断結果で「要精密」となっていても、必ずしも異常とは限りません。しかし、安全

で安心して学校生活を送るためにも、受診がまだの人は早めに専門医を受診していただくよう

お願いします。 


